
(57)【要約】

【課題】効率の良い送信により発熱を抑える。

【解決手段】正電源９および定電流源部１２と負電源１

０および定電流源部１３とにより、正極性および負極性

の定電流を出力する。トランジスタ７，８により、正極

性の定電流および負極性の定電流の超音波振動子１１へ

の印加を開閉可能とする。送信波形発生器２、イネーブ

ル信号発生器３およびレベルシフタ５は、トランジスタ

７を、第１の期間Ｐ１にて連続的または間欠的に閉じる

とともに、第１の期間Ｐ１よりも後の第２の期間Ｐ２に

て連続的に開く。送信波形発生器２、イネーブル信号発

生器４およびレベルシフタ６は、トランジスタ８を、第

１の期間Ｐ１にて連続的に開くとともに、第２の期間Ｐ

２にて連続的または間欠的に閉じる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 振 動 子 か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 を 利 用 し て 被 検 体 の 診 断 を 行 う 超 音 波 診 断 装 置 に お
い て 、
　 そ れ ぞ れ 正 極 性 お よ び 負 極 性 の 定 電 流 を 出 力 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 電 源 手 段 と 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 と 前 記 第 １ の 電 源 手 段 と の 接 続 を 開 閉 す る 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 と 前 記 第 ２ の 電 源 手 段 と の 接 続 を 開 閉 す る 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 を 、 第 １ の 期 間 に て 連 続 的 ま た は 間 欠 的 に 閉 じ る と と も に 、 前
記 第 １ の 期 間 よ り も 後 の 第 ２ の 期 間 に て 連 続 的 に 開 く 第 １ の 制 御 手 段 と 、
　 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 を 、 前 記 第 １ の 期 間 に て 連 続 的 に 開 く と と も に 、 前 記 第 ２ の 期
間 に て 連 続 的 ま た は 間 欠 的 に 閉 じ る 第 ２ の 制 御 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 超 音 波 振 動 子 と 、
　 そ れ ぞ れ 正 極 性 お よ び 逆 極 性 の 定 電 流 を 出 力 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 電 源 手 段 と 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 と 前 記 第 １ の 電 源 手 段 と の 接 続 を 開 閉 す る 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 と 前 記 第 ２ の 電 源 手 段 と の 接 続 を 開 閉 す る 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 を 、 第 １ の 期 間 に て 連 続 的 ま た は 間 欠 的 に 閉 じ る と と も に 、 前
記 第 １ の 期 間 よ り も 後 の 第 ２ の 期 間 に て 連 続 的 に 開 く 第 １ の 制 御 手 段 と 、
　 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 を 、 前 記 第 １ の 期 間 に て 連 続 的 に 開 く と と も に 、 前 記 第 ２ の 期
間 に て 連 続 的 ま た は 間 欠 的 に 閉 じ る 第 ２ の 制 御 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
プ ロ ー ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 を 利 用 し て 被 検 体 の 診 断 を 行 う 超 音 波 診
断 装 置 お よ び こ の 超 音 波 診 断 装 置 で 利 用 可 能 な 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 内 の 振 動 子 か ら 超 音 波 を 送 信 す る 手 段 と し て 、 電 流 吐 き 出 し 用 の
正 方 向 ス イ ッ チ と 吸 い 込 み 用 の 負 方 向 ス イ ッ チ を 備 え 、 そ れ ら を 交 互 に 切 り 替 え る こ と に
よ り 矩 形 パ ル ス 発 生 さ せ る 回 路 構 成 を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 が 一 般 的 に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ５ は こ の 種 の 超 音 波 診 断 装 置 の 従 来 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ６ は 図 ５ 中 の 各 部 の
信 号 の 波 形 と タ イ ミ ン グ 関 係 と を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 図 ５ で は 、 超 音 波 の 送 信 に 関 連 す る 部 分 の み の 構 成 に つ い て 表 し て い る 。 ま た 近 年
の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 ２ 次 元 ア レ イ ま た は ３ 次 元 ア レ イ の 多 チ ャ ネ ル 振 動 子 を 備 え て 、 リ
ア ル タ イ ム に 断 層 像 を 表 示 す る 構 成 が 一 般 的 で あ る 。 こ の た め 、 送 信 部 も そ れ に 対 応 し た
チ ャ ネ ル 数 を 備 え て い る が 、 図 ５ で は そ の う ち の １ チ ャ ネ ル 分 の み に つ い て 表 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 下 に 、 図 ５ お よ び 図 ６ を 参 照 し て 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 説 明
の 中 で 、 Ｆ Ｅ Ｔ の 状 態 と し て Ｏ Ｎ お よ び Ｏ Ｆ Ｆ と い う 表 現 を 便 宜 上 使 う が 、 Ｏ Ｎ 状 態 と は
ソ ー ス － ド レ イ ン 間 イ ン ピ ー ダ ン ス が 低 い 状 態 を 示 し 、 Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 と は 逆 に イ ン ピ ー ダ ン
ス が 高 い 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ５ に 示 す 超 音 波 診 断 装 置 は 、 装 置 本 体 １ ０ １ お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ４ を 含 む 。 装
置 本 体 １ ０ １ は さ ら に 、 基 準 信 号 発 生 器 １ を 含 む 。 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ４ は さ ら に 、 レ ベ
ル シ フ タ ５ ， ６ 、 ト ラ ン ジ ス タ ７ ， ８ 、 正 電 源 ９ 、 負 電 源 １ ０ 、 超 音 波 振 動 子 １ １ お よ び
送 信 波 形 発 生 器 ３ １ を 含 む 。 な お 、 ト ラ ン ジ ス タ ７ と し て は 、 Ｐ 型 の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス
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タ （ Ｆ Ｅ Ｔ ） が 適 用 さ れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ ８ と し て は 、 Ｎ 型 の 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ が 適
用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 基 準 信 号 発 生 器 １ は 、 基 準 信 号 ａ １ を 出 力 す る 。 基 準 信 号 ａ １ は 図 ６ に 示 す よ う に 、 高
レ ベ ル と 低 レ ベ ル と を 一 定 の 繰 り 返 し 周 期 で 繰 り 返 す 信 号 で あ る 。 レ ベ ル シ フ タ ５ は 、 基
準 信 号 ａ １ を 、 ト ラ ン ジ ス タ ７ の ソ ー ス － ド レ イ ン 間 を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ で き る 波 形 レ ベ ル に
変 換 し て 得 た 信 号 ａ ２ を 出 力 す る 。 ま た 同 様 に レ ベ ル シ フ タ ６ は 、 基 準 信 号 ａ １ を 、 ト ラ
ン ジ ス タ ８ の ソ ー ス － ド レ イ ン 間 を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ で き る 波 形 レ ベ ル に 変 換 し て 得 た 信 号 ａ
３ を 出 力 す る 。 ト ラ ン ジ ス タ ７ の ソ ー ス 側 に 正 電 源 ９ が 接 続 さ れ て お り 、 ト ラ ン ジ ス タ ８
の ソ ー ス 側 に 負 電 源 １ ０ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 信 号 ａ ２ が 低 レ ベ ル の 時 に ト ラ ン ジ ス タ ７ が Ｏ Ｎ 状 態 に 、 高 レ ベ ル の 時 に ト ラ ン ジ ス タ
７ が Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 に な る 。 一 方 、 信 号 ａ ３ が 低 レ ベ ル の 時 に ト ラ ン ジ ス タ ８ が Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 に
、 高 レ ベ ル の 時 に ト ラ ン ジ ス タ ８ が Ｏ Ｎ 状 態 に な る 。 よ っ て 、 信 号 ａ ２ と 信 号 ａ ３ と の 波
形 に よ り 、 図 ６ に 示 す よ う な 波 形 を 持 つ 信 号 ａ ４ が ト ラ ン ジ ス タ ７ ， ８ の ド レ イ ン 端 子 に
生 じ 、 こ の 信 号 ａ ４ に よ り 超 音 波 振 動 子 １ １ を 励 振 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 信 号 ａ ４ の 波 形 に お い て は 、 厳 密 に は 立 ち 上 が り お よ び 立 ち 下 が り 時 間 を 有 し 、
波 形 の 傾 き を 持 っ て い る が 、 超 音 波 の 送 信 信 号 幅 に 対 し て 十 分 に 短 い た め こ こ で は 無 視 し
て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ５ ８ ８ ８ ９
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に 従 来 は 、 超 音 波 振 動 子 に 印 加 さ れ る 信 号 の 立 ち 上 が り お よ び 立 ち 下 が り の 波
形 が 急 峻 な た め 、 高 次 の 高 調 波 成 分 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 通 常 、 こ の 種 の 高 調 波 成 分 は 、 超 音 波 の 受 信 信 号 周 波 数 帯 域 幅 外 に な る た め 使 わ れ な い
。 よ っ て 、 高 調 波 成 分 に よ り 送 信 電 力 が 無 駄 に 増 加 し 、 送 信 回 路 や 超 音 波 振 動 子 の 発 熱 要
因 の 一 部 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 効
率 の 良 い 送 信 に よ り 発 熱 を 抑 え る こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ を 提
供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 を 利 用 し て
被 検 体 の 診 断 を 行 う 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 そ れ ぞ れ 正 極 性 お よ び 負 極 性 の 定 電 流 を 出
力 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 電 源 手 段 と 、 前 記 超 音 波 振 動 子 と 前 記 第 １ の 電 源 手 段 と の 接 続 を
開 閉 す る 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 と 、 前 記 超 音 波 振 動 子 と 前 記 第 ２ の 電 源 手 段 と の 接 続 を 開 閉
す る 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 と 、 前 記 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 を 、 第 １ の 期 間 に て 連 続 的 ま た は 間
欠 的 に 閉 じ る と と も に 、 前 記 第 １ の 期 間 よ り も 後 の 第 ２ の 期 間 に て 連 続 的 に 開 く 第 １ の 制
御 手 段 と 、 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 を 、 前 記 第 １ の 期 間 に て 連 続 的 に 開 く と と も に 、 前 記
第 ２ の 期 間 に て 連 続 的 ま た は 間 欠 的 に 閉 じ る 第 ２ の 制 御 手 段 と を 備 え た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 と 、 そ れ ぞ れ 正 極 性 お よ び 逆
極 性 の 定 電 流 を 出 力 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 電 源 手 段 と 、 前 記 超 音 波 振 動 子 と 前 記 第 １ の 電
源 手 段 と の 接 続 を 開 閉 す る 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 と 、 前 記 超 音 波 振 動 子 と 前 記 第 ２ の 電 源 手
段 と の 接 続 を 開 閉 す る 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 と 、 前 記 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 を 、 第 １ の 期 間 に
て 連 続 的 ま た は 間 欠 的 に 閉 じ る と と も に 、 前 記 第 １ の 期 間 よ り も 後 の 第 ２ の 期 間 に て 連 続
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的 に 開 く 第 １ の 制 御 手 段 と 、 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 を 、 前 記 第 １ の 期 間 に て 連 続 的 に 開
く と と も に 、 前 記 第 ２ の 期 間 に て 連 続 的 ま た は 間 欠 的 に 閉 じ る 第 ２ の 制 御 手 段 と を 備 え て
超 音 波 プ ロ ー ブ を 構 成 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 効 率 の 良 い 送 信 に よ り 発 熱 を 抑 え る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ 第 １ の 実 施 形 態 ）
　 図 １ は 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ は 図
１ 中 の 各 部 の 信 号 の 波 形 と タ イ ミ ン グ 関 係 と を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 図 １ に お い て 図 ５ と
同 一 の 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 図 １ で は 、 超 音 波 の 送 信 に 関 連 す る 部 分 の み の 構 成 に つ い て 表 し て い る 。 ま た 近 年
の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 ２ 次 元 ア レ イ ま た は ３ 次 元 ア レ イ の 多 チ ャ ネ ル 振 動 子 を 備 え て 、 リ
ア ル タ イ ム に 断 層 像 を 表 示 す る 構 成 が 一 般 的 で あ る 。 こ の た め 、 送 信 部 も そ れ に 対 応 し た
チ ャ ネ ル 数 を 備 え て い る が 、 図 １ で は そ の う ち の １ チ ャ ネ ル 分 の み に つ い て 表 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 は 図 １ に 示 す よ う に 、 装 置 本 体 １ ０ １ お よ び 超 音 波 プ
ロ ー ブ １ ０ ２ を 含 む 。 装 置 本 体 １ ０ １ は さ ら に 、 基 準 信 号 発 生 器 １ を 含 む 。 超 音 波 プ ロ ー
ブ １ ０ ２ は さ ら に 、 送 信 波 形 発 生 器 ２ 、 イ ネ ー ブ ル 信 号 発 生 器 ３ ， ４ 、 レ ベ ル シ フ タ ５ ，
６ 、 ト ラ ン ジ ス タ ７ ， ８ 、 正 電 源 ９ 、 負 電 源 １ ０ 、 超 音 波 振 動 子 １ １ お よ び 定 電 流 源 部 １
２ ， １ ３ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 基 準 信 号 発 生 器 １ は 、 基 準 信 号 を 発 生 す る 。 こ の 基 準 信 号 は 、 装 置 本 体 １ ０ １ と 超 音 波
プ ロ ー ブ １ ０ ２ と を 接 続 す る ケ ー ブ ル 内 の 信 号 線 を 介 し て 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ２ へ と 伝 送
さ れ る 。 そ し て 基 準 信 号 は 、 送 信 波 形 発 生 器 ２ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 送 信 波 形 発 生 器 ２ は 、 基 準 信 号 に 基 づ い て 送 信 波 形 を 持 つ 信 号 ｂ １ を 発 生 す る 。 信 号 ｂ
１ は 第 １ の 期 間 に て 連 続 的 ま た は 間 欠 的 に 低 レ ベ ル と な る と と も に 、 第 １ の 期 間 よ り も 後
の 第 ２ の 期 間 に て 連 続 的 ま た は 間 欠 的 に 高 レ ベ ル と な る 信 号 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 イ ネ ー ブ ル 信 号 発 生 器 ３ ， ４ は 、 基 準 信 号 に 基 づ い て イ ネ ー ブ ル 信 号 ｂ ２ ， ｂ ３ を 発 生
す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 レ ベ ル シ フ タ ５ は 、 信 号 ｂ １ を ト ラ ン ジ ス タ ７ の ソ ー ス － ド レ イ ン 間 を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ で
き る 波 形 レ ベ ル に 変 換 し て 得 た 信 号 を 、 イ ネ ー ブ ル 信 号 ｂ ２ が 高 レ ベ ル で あ る と き に 信 号
ｂ ４ と し て 出 力 す る 。 レ ベ ル シ フ タ ５ は 、 イ ネ ー ブ ル 信 号 ｂ ２ が 低 レ ベ ル で あ る と き に は
、 信 号 ｂ ４ を 低 レ ベ ル と す る 。 レ ベ ル シ フ タ ６ は 、 信 号 ｂ １ を ト ラ ン ジ ス タ ８ の ソ ー ス －
ド レ イ ン 間 を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ で き る 波 形 レ ベ ル に 変 換 し て 得 た 信 号 を 、 イ ネ ー ブ ル 信 号 ｂ ３
が 高 レ ベ ル で あ る と き に 信 号 ｂ ５ と し て 出 力 す る 。 レ ベ ル シ フ タ ６ は 、 イ ネ ー ブ ル 信 号 ｂ
３ が 低 レ ベ ル で あ る と き に は 、 信 号 ｂ ５ を 高 レ ベ ル と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ ７ ， ８ は 、 互 い に 同 種 で 、 導 電 型 が 異 な る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ト ラ
ン ジ ス タ ７ ， ８ と し て は 、 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｆ Ｅ Ｔ ） を 適 用 し て い る 。 そ し て ト ラ
ン ジ ス タ ７ が Ｐ 型 で あ り 、 ト ラ ン ジ ス タ ８ が Ｎ 型 で あ る 。 ト ラ ン ジ ス タ ７ ， ８ の そ れ ぞ れ
の ド レ イ ン 端 子 は 、 い ず れ も 超 音 波 振 動 子 １ １ の 一 端 に 接 続 さ れ て い る 。 な お 超 音 波 振 動
子 １ １ の 他 端 は 、 接 地 さ れ て い る 。 ト ラ ン ジ ス タ ７ ， ８ の ソ ー ス 端 子 は 、 定 電 流 源 部 １ ２
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， １ ３ を 介 し て 正 電 源 ９ ま た は 負 電 源 １ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 ト ラ ン ジ ス タ ７ ， ８ の ゲ ー
ト 端 子 は 、 レ ベ ル シ フ タ ５ ， ６ の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 正 電 源 ９ は 、 正 極 性 の 電 力 を 出 力 す る 。 負 電 源 １ ０ は 、 負 極 性 の 電 力 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 定 電 流 源 部 １ ２ ， １ ３ は 、 正 電 源 ９ ま た は 負 電 源 １ ０ か ら 出 力 さ れ る 電 流 値 を 一 定 に 維
持 す る 。 定 電 流 源 部 １ ２ ， １ ３ は 、 例 え ば 抵 抗 素 子 を 用 い て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 送 信 波 形 発 生 器 ２ は 、 基 準 信 号 に 基 づ い て 送 信 波 形 を 持 つ 信 号 ｂ １ を 発 生 す る 。 信 号 ｂ
１ は 第 １ の 期 間 に て 連 続 的 ま た は 間 欠 的 に 低 レ ベ ル と な る と と も に 、 第 １ の 期 間 よ り も 後
の 第 ２ の 期 間 に て 連 続 的 ま た は 間 欠 的 に 高 レ ベ ル と な る 信 号 で あ る 。 こ の 第 １ の 実 施 形 態
で は 図 ２ に 示 す よ う に 、 信 号 ｂ １ は 、 第 １ の 期 間 Ｐ １ の う ち の 期 間 Ｐ １ １ に お い て 間 欠 的
に 高 レ ベ ル と な る と と も に 、 第 ２ の 期 間 Ｐ ２ の う ち の 期 間 Ｐ ２ １ に お い て 間 欠 的 に 高 レ ベ
ル と な る 。 さ ら に 信 号 ｂ １ は 、 第 １ の 期 間 Ｐ １ の う ち の 期 間 Ｐ １ １ 以 外 の 期 間 に は 低 レ ベ
ル と な る と と も に 、 第 ２ の 期 間 Ｐ ２ の う ち の 期 間 Ｐ ２ １ 以 外 の 期 間 に は 高 レ ベ ル と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 イ ネ ー ブ ル 信 号 発 生 器 ３ は 、 イ ネ ー ブ ル 信 号 ｂ ２ を 期 間 Ｐ １ １ に の み 高 レ ベ ル と す る 。
こ の た め レ ベ ル シ フ タ ５ が 出 力 す る 信 号 ｂ ４ は 図 ２ に 示 す よ う に 、 期 間 Ｐ １ １ に て 間 欠 的
に 低 レ ベ ル と な る 。 な お こ こ で は 、 信 号 ｂ ４ は 期 間 Ｐ １ １ に お い て 、 １ 度 の 高 レ ベ ル 期 間
を 挟 ん で ２ 度 に わ た っ て 低 レ ベ ル と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ て 、 信 号 ｂ ４ が 低 レ ベ ル で あ る と き 、 ト ラ ン ジ ス タ ７ が Ｏ Ｎ 状 態 に な る 。 従 っ て 期 間
Ｐ １ １ に お い て ト ラ ン ジ ス タ ７ は 、 １ 度 の Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 を 挟 ん で ２ 度 に わ た っ て Ｏ Ｎ 状 態 と
な る 。 ト ラ ン ジ ス タ ７ が Ｏ Ｎ 状 態 で あ る と き 、 正 電 源 ９ か ら 超 音 波 振 動 子 １ １ へ と 電 力 が
供 給 さ れ る 。 こ の と き 、 ト ラ ン ジ ス タ ７ の ソ ー ス 側 に は 定 電 流 源 部 １ ２ が 接 続 さ れ て い る
の で 、 超 音 波 振 動 子 １ １ に 供 給 さ れ る 電 流 は 一 定 値 に 調 整 さ れ る 。 な お 、 ソ ー ス 端 子 の 電
位 は ゲ ー ト 電 圧 で 決 ま る た め 、 定 電 流 源 部 １ ２ と し て 抵 抗 素 子 を 用 い て い る な ら ば 、 定 電
流 源 部 １ ２ か ら 出 力 さ れ る 電 流 値 は 正 電 源 ９ と ト ラ ン ジ ス タ ７ と の 電 位 差 お よ び 定 電 流 源
部 １ ２ の 抵 抗 値 で 決 ま る 。 そ し て こ の よ う な 状 態 で は 、 ト ラ ン ジ ス タ ７ の ド レ イ ン 端 子 の
電 位 は 、 徐 々 に 上 昇 し て 行 く 。 こ れ は 、 超 音 波 振 動 子 １ １ が 容 量 性 負 荷 で あ る こ と に よ る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 イ ネ ー ブ ル 信 号 発 生 器 ４ は 、 イ ネ ー ブ ル 信 号 ｂ ３ を 期 間 Ｐ ２ １ に の み 高 レ ベ ル と
す る 。 こ の た め レ ベ ル シ フ タ ６ が 出 力 す る 信 号 ｂ ５ は 図 ２ に 示 す よ う に 、 期 間 Ｐ １ １ に て
間 欠 的 に 低 レ ベ ル と な る 。 な お こ こ で は 、 信 号 ｂ ４ は 期 間 Ｐ １ １ に お い て 、 １ 度 の 高 レ ベ
ル 期 間 を 挟 ん で ２ 度 に わ た っ て 低 レ ベ ル と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ て 、 信 号 ｂ ４ が 低 レ ベ ル で あ る と き 、 ト ラ ン ジ ス タ ８ が Ｏ Ｎ 状 態 に な る 。 従 っ て 期 間
Ｐ ２ １ に お い て ト ラ ン ジ ス タ ８ は 、 １ 度 の Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 を 挟 ん で ２ 度 に わ た っ て Ｏ Ｎ 状 態 と
な る 。 ト ラ ン ジ ス タ ８ が Ｏ Ｎ 状 態 で あ る と き 、 負 電 源 １ ０ か ら 超 音 波 振 動 子 １ １ へ と 電 力
が 供 給 さ れ る 。 負 電 源 １ ０ の 供 給 電 力 は 負 極 性 で あ る の で 、 超 音 波 振 動 子 １ １ か ら 負 電 源
１ ０ へ と 電 流 が 吸 い 込 ま れ る こ と に な る 。 こ の と き 、 ト ラ ン ジ ス タ ８ の ソ ー ス 側 に は 定 電
流 源 部 １ ３ が 接 続 さ れ て い る の で 、 超 音 波 振 動 子 １ １ か ら 吸 い 込 ま れ る 電 流 は 一 定 値 に 調
整 さ れ る 。 な お 、 ソ ー ス 端 子 の 電 位 は ゲ ー ト 電 圧 で 決 ま る た め 、 定 電 流 源 部 １ ３ と し て 抵
抗 素 子 を 用 い て い る な ら ば 、 定 電 流 源 部 １ ３ か ら 出 力 さ れ る 電 流 値 は 負 電 源 １ ０ と ト ラ ン
ジ ス タ ８ と の 電 位 差 お よ び 定 電 流 源 部 １ ３ の 抵 抗 値 で 決 ま る 。 そ し て こ の よ う な 状 態 で は
、 ト ラ ン ジ ス タ ８ の ド レ イ ン 端 子 の 電 位 は 、 徐 々 に 低 下 し て 行 く 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 な お 、 ト ラ ン ジ ス タ ７ ， ８ が い ず れ も Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 で あ る と き 、 ト ラ ン ジ ス タ ７ ， ８ の ド
レ イ ン 端 子 の 電 位 は 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の 結 果 と し て 、 図 ２ に 示 す よ う に 傾 き を も っ た 波 形 の 信 号 ｂ ６ が 超 音 波 振 動 子 １ １
に 印 加 さ れ る こ と に な る 。 信 号 ｂ ６ の 立 ち 上 が り お よ び 立 ち 下 が り の 傾 き は 、 定 電 流 源 部
１ ２ ， １ ３ か ら 出 力 さ れ る 電 流 値 と 超 音 波 振 動 子 １ １ の 容 量 成 分 と に よ り 決 ま る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 か く し て 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 送 信 波 形 の 含 ま れ る 高 調 波 成 分 を 低 減 す る こ と が 可 能 と
な り 、 送 信 電 力 効 率 を 改 善 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
　 図 ３ は 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ４ は 図
３ 中 の 各 部 の 信 号 の 波 形 と タ イ ミ ン グ 関 係 と を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 図 ３ に お い て 図 １ と
同 一 の 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 図 ３ で は 、 超 音 波 の 送 信 に 関 連 す る 部 分 の み の 構 成 に つ い て 表 し て い る 。 ま た 近 年
の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 ２ 次 元 ア レ イ ま た は ３ 次 元 ア レ イ の 多 チ ャ ネ ル 振 動 子 を 備 え て 、 リ
ア ル タ イ ム に 断 層 像 を 表 示 す る 構 成 が 一 般 的 で あ る 。 こ の た め 、 送 信 部 も そ れ に 対 応 し た
チ ャ ネ ル 数 を 備 え て い る が 、 図 ３ で は そ の う ち の １ チ ャ ネ ル 分 の み に つ い て 表 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 は 図 ３ に 示 す よ う に 、 装 置 本 体 １ ０ １ お よ び 超 音 波 プ
ロ ー ブ １ ０ ３ を 含 む 。 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ３ は さ ら に 、 レ ベ ル シ フ タ ５ ， ６ 、 ト ラ ン ジ ス
タ ７ ， ８ 、 正 電 源 ９ 、 負 電 源 １ ０ 、 超 音 波 振 動 子 １ １ 、 定 電 流 源 部 １ ２ ， １ ３ お よ び 送 信
波 形 発 生 器 ２ １ ， ２ ２ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 送 信 波 形 発 生 器 ２ １ ， ２ ２ は 、 信 号 ｂ ４ ， ｂ ５ と 同 じ 波 形 の 信 号 ｃ １ ， ｃ ２ を 発 生 す る
。 送 信 波 形 発 生 器 ２ １ ， ２ ２ が 発 生 す る 信 号 ｃ １ ， ｃ ２ は 、 信 号 ｂ １ に 代 え て レ ベ ル シ フ
タ ５ ， ６ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 レ ベ ル シ フ タ ５ ， ６ は 、 信 号 ｃ １ ， ｃ ２ の 波 形 レ ベ ル を 変 換 し て 信 号 ｂ ４ ， ｂ ５ を 得 る
。 な お 第 ２ の 実 施 携 帯 に お い て レ ベ ル シ フ タ ５ ， ６ は 、 常 に イ ネ ー ブ ル 状 態 と さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う に 第 ２ の 実 施 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 送 信 波 形 発 生
器 ２ お よ び イ ネ ー ブ ル 信 号 発 生 器 ３ ， ４ に 代 え て 送 信 波 形 発 生 器 ２ １ ， ２ ２ を 備 え た も の
で あ っ て 、 超 音 波 振 動 子 １ １ へ は 図 ４ に 示 す よ う に 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 な 信 号 ｂ ６ を 印
加 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 か く し て 第 ２ の 実 施 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て も 、 送 信 波 形 の 含 ま れ る 高 調 波 成 分
を 低 減 す る こ と が 可 能 と な り 、 送 信 電 力 効 率 を 改 善 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 実 施 形 態 は 、 次 の よ う な 種 々 の 変 形 実 施 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 期 間 Ｐ １ １ ， Ｐ ２ １ に お け る 信 号 ｂ ４ ， ｂ ５ の パ ル ス の 個 数 お よ び パ ル ス の 時 間 幅 は 適
宜 に 変 更 が 可 能 で あ る 。 こ れ ら を 変 更 す る こ と に よ っ て 、 信 号 ｂ ６ の 波 形 の 傾 き の 滑 ら か
さ を 調 整 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 期 間 Ｐ １ １ ， Ｐ １ ２ は 、 期 間 Ｐ １ ， Ｐ ２ の 中 で 任 意 に 設 定 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 送 信 波 形 発 生 器 ２ ， ２ １ ， ２ ２ 、 イ ネ ー ブ ル 信 号 発 生 器 ３ ， ４ お よ び レ ベ ル シ フ タ ５ ，
６ の 機 能 の う ち の 少 な く と も 一 部 を 、 装 置 本 体 １ ０ １ 側 に 備 え る よ う に し て も 良 い 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ の 要
旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 開 示 さ れ
て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 わ せ に よ り 、 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実
施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 の 各 部 の 信 号 の 波 形 と タ イ ミ ン グ 関 係 と を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ 中 の 各 部 の 信 号 の 波 形 と タ イ ミ ン グ 関 係 と を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 超 音 波 診 断 装 置 の 従 来 の 構 成 例 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ 中 の 各 部 の 信 号 の 波 形 と タ イ ミ ン グ 関 係 と を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ … 基 準 信 号 発 生 器 、 ２ ， ２ １ ， ２ ２ … 送 信 波 形 発 生 器 、 ３ ， ４ … イ ネ ー ブ ル 信 号 発 生
器 、 ５ ， ６ … レ ベ ル シ フ タ 、 ７ ， ８ … ト ラ ン ジ ス タ 、 ９ … 正 電 源 、 １ ０ … 負 電 源 、 １ １ …
超 音 波 振 動 子 、 １ ２ ， １ ３ … 定 電 流 源 部 、 １ ０ １ … 装 置 本 体 、 １ ０ ２ ， １ ０ ３ … 超 音 波 プ
ロ ー ブ 。
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(8) JP 2007-111257 A 2007.5.10



フロントページの続き

(74)代理人  100075672
            弁理士　峰　隆司
(74)代理人  100109830
            弁理士　福原　淑弘
(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100092196
            弁理士　橋本　良郎
(72)発明者  白坂　俊夫
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社本社内
Ｆターム(参考) 4C601 EE10  EE15  HH06 

(9) JP 2007-111257 A 2007.5.10



专利名称(译) 超声波诊断仪和超声波探头

公开(公告)号 JP2007111257A 公开(公告)日 2007-05-10

申请号 JP2005306028 申请日 2005-10-20

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社东芝
东芝医疗系统株式会社

申请(专利权)人(译) 东芝公司
东芝医疗系统有限公司

[标]发明人 白坂俊夫

发明人 白坂 俊夫

IPC分类号 A61B8/00

FI分类号 A61B8/00

F-TERM分类号 4C601/EE10 4C601/EE15 4C601/HH06

代理人(译) 河野 哲
中村诚

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：通过超声波诊断装置中的有效传输来抑制热量产生，该
超声波诊断装置利用从超声波振动器发送的超声波和利用超声波诊断装
置的超声波探头来诊断患者。 ΣSOLUTION：正极和负极的恒定电流由
正电源9和恒流源部分12，负电源10和恒流源部分13输出，并施加正极
性的恒定电流和通过晶体管7和8可以切换到超声波振动器11的负极性。
然后，传输波形发生器2，使能信号发生器3和电平移位器5在第一周期
P1中连续地或间歇地闭合晶体管7，并且在第一时间段P1之后的第二时
间段P2中连续打开它。传输波形发生器2，使能信号发生器4和电平移位
器6在第一周期P1中连续地打开晶体管8，并在第二周期中连续或间歇地
关闭晶体管8。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/e831b7ae-e4aa-4039-9022-2849dd419487
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038093981/publication/JP2007111257A?q=JP2007111257A

